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”’“t一 x那獄緯業に鋤する從來の見方及問題

　支那の欝i綜業は四干年の歴史を有し土地人口廣大にして氣候亦之に適し翼に

天與の獄綜業國であるミ云ふ職よ先す何入も異論ない塵であらう。然ればこそ

早晩日支の關係は伊佛勤日本の獄綜業關係を繰運すにあらすやミ云ふ見方も自

から起り、餐つて日支爾獄綜業の接鯛問題に封し或る者は積極政策を主張し或る

者は溝極政策を希ふに到るのである。

　然し乍ら實際聞題電してiN・1｛一・1－一五年間の支那に於ける翻綜類鍮出統計を見れ

鞭にJt：の護逮の形跡なく吾々1こ霊つて大なる疑間をなさざるを得ない。

　大正九年以前に公表された支那獄綜業に關する論論乃至睨察報告の中には之

れ鱒燗し鑛聴瀧説いたもσ）ヵ・多幌らひ々吟畷の實騨照らし

著しき不一一・twの黙あるを見るのである。然らば將來共褒達し得ない重大な原因

が存するか將3（一時的事楠に依つ℃其の嚢蓬を妨害されて居るのであろうか、

此の盟iに關し其後や玉明快なる睨察報告があつt・之れに依れば支那獄綜業は

畢寛支那の獄綜業であつて藻：に於て急塘せす質に於て寧ろ悪化の傾向あり。

從つて齢蝦策を考へる必要がないミ云ふのであう・

斯泌鵬的励腰當働砂若し眞な噴せば紺賜齢可き事浦
ふ。抑も良い要素を持つて居つて何敏に獲達しないのであゐか現在支那欝繰

は嚢達の如例なる道程にあるものであるか・將來如何にして螢展せしめ得るか

ミ云ふ様な黙について知り’teい事が少くない。余は遇然此厚獣支文化事業實業

轄観察鵬ミして覗察の機餓得たれセ跡充分の禦il陣る覗聞し徹む・

等の黙に關し報告する次第である。

　　　　　　二山東の鷲緯業

　　　L養　　鷲　　業

　l！l東省0）土地は中央亜細亜の方力・ら吹いで來る風に蓮ばれた黄い土を以て表

既徽して廠から灘撚しては米zaecれ錬・加鱒の撮勲作・
て居る而して111東省鷹巣のMif・・Ftlll　S云1よれて居りAPIも磁であゐ力蠣
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業はもつミ叢達して謄るべき筈の様に思はるSが事實は之に反し塵繭額も多か

らす繭質も亦他省’に比し劣悪である。

　黄繭は三眠獄、白繭は四眠難にして養鷲家は飼育奪易なる黄繭を憲ぶが赦に

産繭額も多く七十％である。

　飼育は室内に於てするこざは勿論であるが氣候が著しく乾燥するため上籏に

なる霊燈外に持ち出し高梁桿を場て壁に立てかけ或は塔の姻く組立でアンベラ

を以て番をなし螢繭せしむるのが常である一家の牧繭は大か三貰目嶽下である

其飼育期は春期一・pmのみミ見て支障ない。

　獄種は養欝1家自からが造り特に獄種製浩業を螢むものは緬無である。桑は魯

桑系實姥の喬木仕立であつて中には樹齢二百年に遽する老木があり元來畑へ樹

木を植える霊雷ふ様な事は彼等1こi探つて思いもよらぬ事で從つてttl東に於ては

桑園は見る事が出來ないのである。

　嘗て日華欝綜の膏鶴綜廠に於て獄種ミ桑蘭を配布し大に改良に勉め九轟があ

つた由であるが現實韮義の山東人は鷲種を買入れたり桑園を作る様な氣は縄鱒

のために全く失敗に終つた相である。

　勿論lll東には獄業に謝し改良機關も漿働機關もないため現在も將來も改良至

難の業ピ皐なければならぬQ

　爾改良至難の一理Sして余は山東婦人の働かない事を墨1♪ナこい虐ll山東婦人は

今爾纒足して働かないでおり苦力は出稼ぎ貯金し來つて妻を買ひ廻へ更に夏季1

に至れば叉出稼ぎをして冬季iに蹄る電書ふ者が少くない。

　斯標に婦女子が働かない所では養鷲は改良もされタ盛にもならないのは當然

の嘉であるか近年繭償の意外なる暴騰は農家をして斯業の操錬h有利である事

を知らしめたから逐次其産額櫓加を來す鵬ε患ふ。

　　　∬　繭取引法　乾繭法

　繭の集散地は青洲・鵬胸、膿』苫・周村・まlll川・傳Ilh大箆総、黍鮎薬蕪・

新台、蒙陰等にしで其繭取引に左の三種がある。

　　　匿L瞳擾取引

　　　b　魯分人を経て取引
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　　　c依托買

　a直接取引　　製綜家は救繭期に先つて名地の産繭状態を充分調査して最も

牧繭多歯地方に出張所を設け尚不便なる揚所には乾燥所の設備をなし居買或は

其附近の市揚に直接出買をなすものである。

　b仲買人を経て取引　　山東は一年に一＃季一一回の飼獄にしτ直接買にて一時

に多量の原料を購入するの困難なるミ農家の育獄瀧僅少（多くて三貫目）なるた

め極めて繁雑なる事及邦人にして奥地の慕情に通ぜざるもσ）僅少なる電土甦の

危害等の關係上直接取引は至難にしτ多くはb及cO）取引方法によりて行はれる

仲買人を介して取引さる玉揚合は多くは乾燥繭である、此取引は仲買人が各市

揚に於て姫繭を買ひ集め自已の乾燥揚にて乾燥じ製綜家に彊却むるものにして

此取引は切渉口挽試駄等により指値し封度に依り取引せらるsのである。

　此取引法は乾繭取引法の一種ε見る事が出來るけれ共仲買人の活動期は規期

間であつて…年申何時でも乾繭を買ひ偲るε云ふ繹には行かないのである。

　G　依託買　　此は信用ある支那入へ一定量目の契約をなして購入せしめ碓

繭或は乾燥せしめて受渡を行ふ。

　繭取引市揚は一般に四黒四方位の獄を飼育する農村の中央の主なる村落を市

揚こして定め養獄家は指定の市日に市へ持出して壷却する、取引貨幣はSti　NSし

　　　　トンズル
て銅貨（銅子兜　銀貨の補助貨胸瓶十枚或は四卜；JL枚を一吊亡総し銀霊の換算

挙は銀一元に付銀三百二十枚tp六吊試百文）を使用する。

　本年五月購繭期の繭相揚は白繭五吊三百文、黄繭四吊が相場で度最衡は一斤

建てが多く稀に封度建にする地方がある。一斤は和斤百八十五匁であるが之も

地方にょり不定の揚合がある。

　訣に繭乾燥方法につき略述する。

　山東地方僻地に於ては蓮輪の便不良なるため購入繭は蜜買多き地方に乾燥揚

を設備して乾燥し雫乾叉は八分乾乾燥にて綜廠へ搬入する叉仲買人依託買者は

自已の所有せる極めて小規模の所謂支那式の乾燥揚にて串乾曳は本乾にして後

費買受渡をなすのである。支那式の乾燥器の略圖は左の如くである。

　　　　　　　　　（奥行は三枚の乾燥寵か載ぜろ事21e”as－’室1：四＋八枚牧容す）
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　窟の構造を略記すれば外部は煉瓦造り贋次塗霊し大さは奥行五尺乃至十ニノく

の長屋式建物聞ロ九尺乃至一一一丈二呆の小室1こ腿劃し前面に繭籠の出入に便なる

戸口を開き各蜜の裏面に焚口ありて薪炭を焚きL｝t部に大鍋を伏せたる如き鱗蛾

級を熱す、煙道は土管にて邉り二道に分れ下低の部及壁を数回屈曲しで緯り天

サ1：に至りて隣道の煙道霊合し外の煙突に通ずる、室内は八段より成る乾燥架

：組を設け各段に三枚を並べるので一室牧容四十八枚霊なり生繭二百斤を入る
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事を得る、設備良好なるSきは八時間にして、本乾燥εなすこミを得るもので

曹通二室を以て一副霊聡し最大なるものは一ケ所に三十翻、瞥通は1瀞Jl症であ

るo

　紳買人が原料を購入して乾燥を終るまでに要する諸掛は生繭百愚6弘に付三十

元二｛一’仙位であるε雷はれて居る。

　爾一般に支那に於ては養獄家が繭値安き隅…は費らすしで肉から之を盤潰し貯

・藏し後日繰綜するものがある、習通の支那人経螢の製綜揚に於てすら盤漬して

二三ケ月内に繰綜するものがあるそうである。

　青島縣廠では前記のa、bbCの伺れも探用し普通八分乾」史は牛乾、本乾のも

のを買入れる、而して八分乾、孕乾のものは綜廠備付の三光式乾燥機にて石：－i：

け乾燥するのである。

　　　III製　　懸　　業

　　　　　1．　製紳工揚の種類

　製綜工揚霊して最も古いものは澗村にある支那入経螢σ）裕厚綜廠二百釜であ

る。之れは全然L海式繰綜機械を用ゐて屠り、支那人経螢の唯一の物であるか

ら見度い電思つ7こけれ忌も遺憾ながら其機會を得なかつt　。

　i次に一九一七年に建設された現在の日華難綜株式會杜青島縣廠（創立の當時

束艶獄綜組合S禰し片倉を初め有力なる信州製縣家S横瀦の澁濁商店等の龍綜

間屋Sの共同出資になったものであるが、中塗上梅支店に於て商業．1：の央敗よ

り減資し夏に片愈0）出資により増資され、1現在二百五十万圓の詔朱式組織ミなわ

日華獄綜株式會肚S改欝され張店及蘇洲に分工揚、族順・漢口、上梅に出張所

を有して居る）は七百釜を有し本年新に張店に四百釜の工揚を設け繰綜を開始

・して厨るo　　　　　　　　　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　叉上海絹綜製i造公剤の蕗柞獄工揚を改築して鐘紡製縣は盤通の繰細釜に換勢

して約百五、六十釜の新器械を備付け恰も二十名乃i至三を名の工女の養成ゆで

あつた。

　以上の外小績綜電云つて二十釜乃至五十釜の工揚を有し産繭期から三、四ク

月の間螢業するものが約二千三百釜ある。爾農家には座繰製綜が盛に行はれ先
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年蓬は座繰製綜σ礎額S器械製綜0）産額は殆んさ岡額で（各三千俵）S見られて

居つナこのであるが前記の如く急瀕に器械製綜工揚が新設i曾釜雷れた翁め本年廉

の如きは自然繭澱高騰し購繭が嗣難であつたそうである。併し新設の鐘紡は無

盆の競璽をさくる襟本年は青島綜廠に委托購繭をなし、將來も共同仕入をなす

こ零に協定されて居る電の事であるが極めて機宜の所置である霊思ふ。

　　　　　2，　繭質．及縣質

繭の解艀不良一一人一一・一　El　Z｝S均繰綜量㌃六十／駄に達せす綜歩は五匁五分である。爾繭

の外見甚貧弱たる上に養獄家は．k繭も騎繭も選別する票なく市揚へ持ち來るt

め之を購入せる製懸家は先づ繭綿を除去し数等に選別を行はねばならぬ今青島

綜廠にて本年産繭の選繭歩合を示せば教の如くである。

白　　　　　繭　　　若干の黄繭な混入す

種　別　歩　含9

一・凵@白

〃　　黄

二鯵　白

三等　白

1四　　箏

五　　等

玉　　繭

毛　　朋

　言十

　　44．5

　　1，5

　　39．7

’　　2．3

3．0

　5，9

　4，0

10α00

製　品　及　商　標

黄　　　繭　若千の白繭な混入す

種　別

金泰山票

　全

銀泰i山票又は金翰

青纂3くは櫻票

原料の家s上海又は日本へ
輸閏し紡績原料となる

原料のまN日本へ輸出し玉
緕原翠｝となる

全　　　　紡績原料となる

一等　黄

〃　　白

二等　黄

三等．黄

四　　蝶
五　　等

玉　　繭

晋卜

歩　含 商標及用途

59，00

4．80

25．50

3、50

2．50

4．70

100．00

金測il票

全

銀泰山累叉は金輪

膏纂又櫻票

原料のま』喪却

　之を内地選繭懸態（選別繭3％）に王ヒすれば如何に雑駁なるかを知る辮が出來

る6然れさも一粒繊度は内地のλド均三デニF一ルに比し細く一、八デニール乃至

二、五デニk一ル年均二、ニデユールにして從つて生綜の繊度も斑少なく且セリシ

ンの搬が少ないので練減歩合少なき特徴を有し反つて日木生紡より高慣に取引

されて履る。

　特に轡島綜廠に於ては此特長を利用し日本の最優楕より百五十圓乃至二百圃
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高の生綜を繰緯して居るかsる現象は紡績業者のE体に於て細綜を支那に於て

太綜を紡綜するのに比べて一志奇異の感じがある事eある。余S難も青島製綜

の製綜方針が鹸りに極端ではないかS云ふ疑問を以て更に上海に至り附近の歌

態を調査して見≠こから之れに關する考は後で述べる。

　爾綜質に就て氣付いナこ事は日本の生綜よりも嵩りが少なく強力（封一・デニー

ル三、六瓦）伸度（二〇五％）殆んε愛りなく類節少なく光澤は稽照味勝であ

る。

　　　　　3．　繰綜法及i野働者

　何れも炎繭分業4ゑ沈法を探用し青島懸廠は片倉組ご等しく鐘紡は内地の工揚

霊全く等しい器械を用い丁居る只著しく異なる躍iは鐘紡製綜部は女工を養成中

であり其他山東の製綜エ揚は男工を使用して居る事である。

　吾々の實願を以てすれば男工は繰綜量は多いが縣歩を損するに反し女工は繰

綜量少なく綜渉多く繊度も亦齊一であつて日本に於ては男工は絶無である・

　然るに山東に於て男工を使用する理由は前廼の如く女子は働かす且つ男の苦

力があり鯨つて居るからである。鐘紡の繰綜機械が立作業であり而かも編足せ

る女工を探用する程女工が繰綜上乃至勢働間題に鑑み有利であるか例ふかは將

來の結果を調査せねばならぬ。

　青島聯廠に於ては工揚管理に當る日本人は勢働者に封し通課を通じて技術的

或は精神的訓練を駕しつSある事は甚不便で如何なる方面から見ても不見識で

ある霊思ふo勿論螢働者に日本藷を数ふるよりも管理者になる上は支那語を話

せる位に研究する事は當然の事の様に思はれた。

　職工の移動は日本の様に年度末に現はれる事なく一年中時々移動するのであ

るが大正一卜四年度の移動率は二七％で鯨の大した黍ではない女退揚者の種別を

見るに

　　1．病　氣　　　　2．家窮の都合　　　　　3．軍人及商人に職替

　　4．成績不良　　　5．性質不良の解請　　　　等であるo

其勤績年敷は禦均三隼五ケ月で男工であるためかなり長いのに驚く位であり。

一一 N年皆勤轡二八％あり。之を口本の女工に比して好成績である。叉職工の2卜
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均年齢は十九歳九歩に當る。

　　　4．　生産能率及生産費

　器械製締工揚の」曾設により仕入困難εなり随つて繭慣は漸教騰貴しつsあり

又一方木年o珈きは繭σ）解紆甚だ不良にして一一N一人z幽鰯量六＋蝕に達せ

ぬ然態にあり、然も螢働賃銀は年々一割位づ玉謄貴し本年は寄宿職工の日給李

均約四角に達し日本内地の嵐來高工賃S大差なき頒態である。

　青島綜廠の本年度生綜百斤についての生産費及牧支計算は

　　原料繭元媛　　　　　七十八掛　　　　千二百四十八圓

　　繭の蓮賃及乾燥費　　　　七掛　　　　　　　百十二圓

　　釜入値段　　，　　　八十五掛　　　　　千三百六十圓

　　ξヒ」塞…費　　　　　　　　　　二：・i－’八推卜　　　　　　　　　　四百五『セ圓

　　合　　計　　　　　　百十三掛　　　　　　千八百十圓

　　生産生聯代　（最優千六百圓Sして）　　　干七百八十圓

　　屑繭及居懸類　　　　　　　　　　　　　　　百　　圓

　　合　　計　　　　　　　　　　　　　　千八百八十圓

　　　差引利盆金　　　　　　　　　　　　　　　七十圓　（百斤當）

“　　　5，邦人の製綜脛螢上不便叉1よ不利なる黙

　a春獄一回なる＃め製赫業は一麿投機ミなり危険である事

　b交通不便のねめ原料運楡困難にして費用も嵩み而も繭質を損する事（山東

　　　鐵道を支那に還附してより年々賃車問題に憐まされつ玉ある事）

　c度量衡の不統一なる不便

　d賃幣制度不統一・にして銀本位たるため絹揚上の危険劉麓多き事

　e金融制度整はす且つ土匪のため金銭輪邊の困難なる事

　　f’職エは向上心霊競翁亡・なくて作業の進捗せぬ事　　　　　　　　　　I

　　g語學の修得困難なる慕

　　h生赫の輪出手綾困難なる事　（之れについては翼に論する事Sする）

三　上海附近の獄緯業
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　我國の約四分の一を楡出すゐ支那生綜の四十七％は上海から輸出され其生懸

は漸江省、江蘇省、安徽雀の三省に於て作られた獄繭を繰綜しナこもσ）である。

かくの如く量に於て大なるばかりでなく質に於ても支那赫中最も優良にして盛

に歌米に輸出され殊に米國に於ては伊、佛締の代用品霊して使用され槻して日

本綜より高贋eある。爾叉此地方は古くより織物の生産地で支那に於1）・　thヒ流

の服地は蘇州、杭州に於て造られる結果之が地追向の座繰綜の生産も亦盛であ

る。之等の意味に於て支那慧紡業を見る上に再疇Eの地方は最も璽要の地鮎S云

はねばならない。

　　　1．養　　懲　　業　（獄種製遊業を含む）

　一般に養獄法は全芽條桑ε言ふ様な経濟育は行はれす欝i箔を棚に差して飼育

し極めて町曝なか法である。漸江省に於ては獄を寳電稻して迷信から來起もの

であろうけれ♂も翻を帥の現化實して飼育厨は夫婦ミ錐も屠を別にし他人には

一切獄を見せないS云ふ窃である。

　然しながら普通一戸の牧繭量は一｛一貫乃至廿貫多きは六十貫乃至百貫に及ぶも

のがあり概して家屋の大さた比して飼育量が多過ぎる嫌あり。繭質を悪化する

の一原圃S見られて居る。

　支那の養獄は贋東を除く外飼育期が春me－一回であり之は夏季i酷暑のため．εデ

も5一つは多化性獄蛆により直接翻兜が被警を憂くるからである。然し之は綱

を以て豫防する方法が實施され江蘇省中の無錫を申心ミして夏羅が非常の勢を

以て飼育される標になつて來た事は産額塘加の緒が開けtものε見られるポ此

夏翻は勿論支那に於て冷藏法等の行はれない今日なれば二化性の・一一化期を春獄

期に飼育しで鷲種を造り之の盤種を夏獄に掃立詞育するものであつて本邦の二

化性夏獄生種S同様な物である。而して此一化期典鷲兇が強激で飼育日撒短く

違翻の恐れがないので繭質の不良を知りつΣ綜繭用に飼育するものがある。之

が一一一・化性の良繭ミ混入して市揚に出るため繭質は一暦悪化しで來たS云はれて

おる（繭取引上に優良繭sC・esM等繭の値開きの少なきため養識家は勢い量的に蓬

み勝である）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　桑は殆んさ日本魯桑より少し葉σ）小さい湖桑種に限られ中刈仕立の立派の桑
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園が到る所に見られる。殊に上海から杭州の鐵道滑線や蓮河の岸等は桑園ばか

り霊云ひたい位である。斯る桑園を養翻i家は自作しておるものミ全く桑を持た

す或は一部分を有するのみで換言すれば桑を買ふて養鷲する者が約傘撒もある

害云はれておる。從つて桑の費買は醤暦の年宋頃から先物取引約輩ミが行はれ現

物に成るざ飼育期には到る所桑の紳買人があつて其費買が行はれる彼等は獄が

三眠になるミ凡そ艦璽を計り之を髄鼠四斤の鷲が順調に盤翻靱するまでに桑が約

五百斤程必要であるS云ふ計算の下に、獄電桑の關係を調査し過不足な留臓費

ったり買附たりする。其値段ieま普逓桑百斤につき三圓内辮であ、る。天候が良く

獄作が上々である様な揚合には桑は不足し暴騰し十圓にも成る議があるQこん

な揚合には五齢三日醤僚の難兜を天田で加熱し無理に響繭せしむる電云ふ實例

も少くないためi羅作上作の隣に限って給桑不是の貧弱な繭が礎出され之れに反

し鷲が不作の蜴合には桑は講落して値なしざなる欝は蕎々の想際以ヒである之

は未だ夏羅飼育が普及しないために要不要に係らす桑條を刈取る必要があるか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
らである。

　兎に角支那人は商業的に驚くべき程嚢達して居る國民で桑のみならす掃立獄

兜から二齢までの稚鷲さへも費躍の市が建つて需給が行はれτ居る猷態である

支那獄繭の質が劣懇で陶上しない最大原凶は伺ん霊云つても澱の病憲歩合の多

い蟻で九十究％に達するであろうさ云はれておる。若し斯糠なものを日ホで飼

育し潅ならば恐らく繭は一粒も遭らないであろうが氣候が良い元めに密繭する

であろうε思はれる。從つて支那麟練業の問題は結局鷲種へ來るのである。

　支那に於ては大邦分の養獄家は自家用鷲種を製遣して居るから専門の羅種製

造家のあゐのは僅かに贋東霊漸江の一部に根られて居る。此1内漸江密の獄種製

造地は餓興驚約予三百戸の獄種製遣家があり約三十万枚（一枚は三百乃至四蘇

蛾附）製遣され1之が漸江省のみならす江蘇安徽雀へも矯入り行くのである③

勿論槍査は行はれてES1ないかち之れSて病癒が多い＞c見なければならない。此

の様な然態であるから支那の獄業歎育機關は悉く欝種學の教授であり同時に耳

額の鷲種を製造し之を養獄家に配布すゐ機關である。其他漿働機關も試駄揚も

皆之であるざ云つて過言でないミ思ふ今此等の教育奨働機關につき略記すれば
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a　中國合衆獄桑改良曾　　（The　Interna七io鳳1　C。nlminitte　for

　　　　　　　　　　　　　工mprove皿enb　of　SeriGultnre　in　Ohina）

　　　之れは大正六年末に創立した會で其名の如く支那獄綜業の改良獲逮を目的ε

　　’して最初上海に於ける佛蘭西商業曾議所S　卜海外人生綜協會及支那側の上海懸

　　繭総會司の三圏騰が4＄々　一一万雨宛寄附し之を基本金ざし北京政府から關税剰瞭

　　金中徳月八千爾（當時…四千爾）の補助を掲此外製綜家及繭商人が買人れる乾繭百

　　斤に封し」角宛の員撚をなさしの之を経費・して≡次の纂業をする。

　　　　1。養獄一般の指導　　　　　　2・桑苗の配布

　　　　3．溝」毒　　　　　　　　　4．慧種の鷲病検査

　　　　rt．翻種の製造購人配布　　6・其他留學ム1三へ補助

　　而して其本部を．ヒ海に置き・上海、’横林、蘇州、嘉興・諸鷲・繭京・安徽の七ケ

　　所に分揚を設け鯛育を行ひ・或は各省立騒業墨校より購入した種繭より五万乃

　　　　　　　　　　る
　　至六万枚の獄種を製造して居る。其披師長は會0）創立當時から佛蘭西人であll

　　幹部も亦佛蘭西仕込みの支那人であつた醐係から鷲種の製遣法は軟洲式を加味

　　されて居り、N十万枚の翻種を伊佛から楡入して配布しつSあるのである。乍

　　併此輸鷹種は臓暇のtめ年識績甚不良であり・一方…嫌に木邦へ留學

　　した支那人の勢力も漸訳に加はり（例えば同會の委鼠にして江蘇省立女子獄業

　　學校長鄭氏、漸江省立第二農學校主氏の如き者）本年度を以て楡入契約期間の

　　終了ナる筈であるから恐らく將來歓洲からの獄種の輪入は絶たれる事であろう

　　霊思はれるo

　　　斯る改良獄種に謝する養総家の考へは飼育が困難であり、倫又多量の食桑を

　　するのみでなく假令良繭が取れても其れに相當する高値で取引されないから翻

　　種代が隈から→機濡蜘き安値であるにも加わらす脚魏じて鵬な

’　い襟である。之の黙は繭質向ヒの困雌である最大原因であるミ思ふから次の女

　　子1醗業畢校の成績及繭取引並に日木入経螢の製綜業の各項に於て本問題を詳論

　　しナこいε思ふo

　　　b　江蘇省立女一F盤業學校（蘇州の≡次騨であゐ潜量關にあり、校長鄭紫卿氏

　　は我國に留畢した事あり芋碗家である。教授白澤幹君はホ校養獄科出身にして
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南京東南大墨の講師も蕪ね嘗て永らく長凋縣獄業試験揚披手霊して暦り有数の

技術者である。尚全校の激職にある鄭女史も王女史も側れも長野縣獄業試瞼揚

に留畢した事がある）

　同稼は中級獄綜稗二年（小畢卒業者を入學せしむ）高級獄綜科三年（中級修

業生3ζは初等中學卒業生を入學せしむ）及び一ク年間の研究科（高級卒業生を

入墨せしむ）霊あり窩級獄綜科は養獄科ε製綜科Sに分れ大艦日本の甲種程度

の學潤霊日本語、英語を教授しておる。

　掌那に於て女子が斯る高級の學科を撃ぶ事に就て一見奇異の感あるが、北方

の婦人に比し南か婦人は活動的で勿論纐足等もせす新しい所がある。從つて養

獄製綜の業は彼等に取つて母も適したる活鋤範圃たるを失はないのである。更

に余0）驚いた事は畢に教育のみなちす全校は優良種の普及ミ養獄指導に著手し

非常な好成綾を暴げて居るミの事である。

　本年同按に於ける獄種製造額は約一一rr枚・此の外全校卒業生1こ依つて遣られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　グンツンた獄種一万五千枚を配布し（十四年度は縮詐一万三千枚）支那人は之を駆堂種

ざ云つておる。一一一般は不作であつたに係らす全狡配布0）獄種は畳作でφり繭慣

も高く費れナこ。此高値に費却し得た霊云ふ事は繭述の通り支那に於で今目迄假

令繭が良くても警通あり得ない事で有つたのが、本年蘇州に日本人経管の日華

獄綜會融の製綜工揚が設立された矯め同工揚に於て繭質改良の目的be　PJて良繭

を殊夏に高値に買人た事に起因するのであゐ。之の結果は墨堂種の注文殺到し

十万枚を突破するの盛況にして同校は之れに慮金るため種々の計謹を立てたの

であつた。（八月二＋二日）尚此事は先頃白澤君より上田市の某所へ獄種毫紙＋

万枚の注文のあつた所を見れば十万枚製造するか針である事は明になつたので

ある。其種代は日支の在來種は各一枚（二十四蛾附）五十仙、El支及支支交雑種

は八十仙（十四、五年度より二十仙高）である。

　廣大なる支那に於て十万Sか五十万枚ミ言ふ位の獄種は米だ甚僅少なもので

あるけれ共、之を部分的に見る揚合に余は寧ろ改良の氣蓮の甚だ急である事を

認めるのである。

c江蘇省立第二農躯校（蘇州間門列楓僑）
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　此墨校は農科S養獄科Sあり、之れ又｛鷲種製遣配布を行つ’で居る盛iに臼支交

配種を（現聡我國に於て飼育さ才ZつSあるものS等しき）漿働して居るか製綜家

に云はせるざ日支交配種は繭形大繭居害i】合が少く緻度は太くなるため支那綜の

特撒が失はれて仕舞ふので交配は支々交配を希塾して贋る。

　　d　漸江省yr一甲種窟漿墨校　（杭州）

　支那に於て最も古い歴史を有し現在支那獄孫業披術瀞の首臓部は悉ぐ此撃按

出身者に依つて占めて居るSS云はれて居る。

　然し杭州は養獄の先選地であるため江蘇省程改良の聲が高くない、随ふて同

校も直接養聡家指導ミ云ふ様な事はして居らないけれ共一千枚内外の優良獄種

を製造配奮して居る由である。

　e其他b枕朗の漸江省立獄種製遣所㍉無錫の江蘇省立育鷲試験揚、等に於て

も教育盲か試瞼ミか言ふは名のみにて翻種製蜷が翼の事業の標である。各製造

枚撒は二、三千枚内外である。

　f爾南京の東南大摩には獄桑科あり高級の墨術を教授するミ同時に多量の

種繭をi繧桑改良會へ提供して屠る．（全按も女子獄業學校の白澤幹鱈が講師たる

のみならす近々木校卒業雄一名教授Sして赴強する筈である）

　之を要すゐに支那の養獄業は組織の整つて居る漸江、江蘇、安徽の三省に於

て改良の機蓮が顯著であり就中蘇州を中心電する部分は此所爾三年中に面目を

一噂VすゐであろうS愚ふ。　　　　’

　　　II　繭及共取引法

　支那人の著ておゐ鍛子、締子其他網織物の大部分は枕州、蘇州、暴他機業地

に於て供給して居るのである。其材料であゐ生綜は漸江省で出來る座繰綜が蜜

なるものであろ故に漸江省の農家は自家に於て織る機の原料霊して養獄をする

のが原則であるに反し江蘇省に於ては上梅の器械製綜が嚢達し：zrから帥ち此所

三、四十年間に褒達した養獄である關係上器械製締原料霊しτ繭を市揚に出し

蟹却するのが原則である。随て繭市揚である繭行は犬正十魍年度に於て江蘇省

に最も多く七百八トニク所あり。漸江省には三百三十ク所、安徽省には百十六

ク所ある。
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　此繭行は政府か税金を取り立てる上に便宜上発許制霊しナこものであつて特來

共濫設は許されないが多少は年々其敷が塘加するのは養鷲の新開地に許可され

るものである。

　從て養獄家が繭を費るには必す繭行を経なければならぬv繭行は仔口牢税を

徴されるのである、繭行には書縫に生繭八百斤を乾燥し得る乾燥室を五室乃至

卜室を有し大略i次の三法によりて利阻されて居る。

　1・租　炬　　買付に要する一切の設備を有する繭行を貸與する左法にして

買付は借受人が之を虚理し繭行主Sの關係はないものである。

　2．包娯（包開錆）　繭行主が購繭乾繭を諮員ふ方法である、普蓮繭行内に於

ける買附諸畳を初め乾燥畳蓮震諸醗金等を含み．ヒ海倉庫渡何程ε定め紹興地方

には此方法によりて行ふもの多く叉無錫地h．にτは上海遙逡らす其繭行に於て

渡し何程霊定める由であゐ。

　8．儒　銭　　買入代金の洞歩ε定め繭行に手敷料を支捌爲・ものにして之の

内には賃惜料及買付話費を含むものである。

　以上の三方法中包携及併騰は廣く行はれ租炬は絵り多く行はれない。

　製懸家が繭行さ兼螢するものは其敷極めて少敷なるが故に、多くは之を利用

するのであるが種々の關係上支那に於ける製綜家は繭の墨廻期に仕入れる燈は

nt N年使用料の三分の一にも満たない懸態であるから繭行3ζは繭商人自已の計

算による思惑買が甚だ多い。斯の如く支那に於ては繭の思惑取引盛で養獄家に

製綜家の直接取引が少い事及び繭行が発許制であるNS云ふ嘉から繭行に於ける

取引繭質柵當の代儂を以て差別的に取引される事は期待されない事であるポ

　繭出廻期になる電繭行業者は粗集つて繭儂を大艦協定し之を標準ざして一律

に買付け繭質に倣つて大しゾこ値開きを付けない。特に繭質不良のものに勤して

は量目を少しく檜加して取引する位の事はある。tpち支那人の事であるから豫

定より繭の出廻高が多い電協定値段より下げ、出廻が少いNS他の繭行霊の競箏

，h値上げするなき商略的の事が主に働いて屠る謬である。

　養獄家の産繭に鋤し繭質相営の嬉段を場てせす一儀に取引する帯は繭質改良

上の最大支瞳霊認めるのである。從つて養獄家は繭質よりも繭量を圭霊する結
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果繭σ）生産費は安くても繭質が悪く一貫目四圓な曹ミ云ふ安値であるから結局

養鷲の利盆は少ないのである。余は支那翻綜叢が改良困難であり生産額の増加

も多くない最大原因は養鷲家さ製綜家の間に於て繭の直取引が行はれす、又繭

質相當の代偵を以て取引されない爲であるS認める0）であゐ。

　故に眞に支邦獄綜業を改良せんには將來繭行S製綜を躯螢せしむる事か策を

得ナこものピ思ふ。蘇州日華翻綜工錫に於ては蘇州の日本租界内及租界外にニケ

所の繭行を所有し本年生繭一櫓五十弗から百弗の値開きを附し比較的に繭質相

當の代慣を挑つた爲めに繭質改良に一・大刺戟を奥えたのみならす集繭量は一ヶ

所五万貫に達し・叉一方養翻家は女子翻業畢校に高慣の獄鍾を注文する者激墳

したる串は前述の如くである。

　　　エII　製　　懸　　業

　製懸業を大別すれば家内工業的座繰製懸ε器械製赫ざする事が出來る。

　A座繰製綜　1我國製紡工業螢建の過程を見るに明治四十年頃は器械生懸

の生産額よりも座繰生綜の生産額の方が多かつナこのであるが支那に於ても同様

の現象あり、之れを其楡出生綜に就て見ても大正元年に於では上海生綜輪出額

の三分の二は座繰生綜であつたのが、其後器械生綜は塘加しで座繰生細よ著し

く減少し大正十三年には（大正十四年卜月ヒ海港楡出人貿易明細表による）座繰

生綜は器械生懸の二分の一強になり之を大正元年の楡出額に比すれば三十五％

に減少して居る。斯くの如く座繰綜の輪出減少々現はしたけれ汐も之を以て座

繰製綜が器械製綜に改良されたε見るのは早計の嫌が有る。

　支那に於ては座繰製綜は種々の貼に於て有利であつて器械製綜に改良されな

い事情がある。邸ち有利である羅iを列塞すれば

　1，自起生産の凍料繭を以て繰綜するのであるから器械製綜原料0）如く税金

　　　を徴さえしない事

　2，座繰製綜は選繭甚だ簡略であつてヒ海式器械製綜に比し三十五％壇加し

　　　得る事
　　　　　　　　、
　3，座繰製綜の繰綜法は器械製赫の如く綜質木位でなぐ株に太綜を繰蒜する

　　　關係、h三倍量を繰綜（一一一日二百撫）する事が可能である。
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　以上の結果滞械生懸の五＋％以下の生産原慣で充分であつて厚地の織物厨ξ料

には座繰綜の方が遙かに有利であゐ。支那内地に於ける生綜の溝畳高信年年壇

加し、其原料は悉く座繰生綜であるから楡出は減少しても座繰製綜其物は減退

する様な嘉はないミ信する。余は寧ろ年々埆加しつsあるものミ見るのである

　B　器械製綜
　　1．　器械製綜の分類

　　　　　・1－：海弍（剛　式）離嚢　鵜二疑吾難

　　　　　純日本式　 ’　　　千釜未満
　支那の製縣器械は伊佛より其の繰綜法芒共に楡入されたものであつて鐡製の

直繰式である事は云ふ迄もない直繰式の長所は揚返工程を省略し生綜百斤につ

eき生産を三十雨安くする事を得る盟iであるが直繰のために枠角は膠著し綜の光

澤を乏しくする事甚しく且つ最近工揚は能晦堰進を計る結果自然女工は粗製し

易く之れが検査に當り揚返中の綜を探る方が便利である關係上上海に於ける輪

出商は再繰式を奨働して居る爲め大正九年頃より漸…次再繰式に改良されつsあ

るのである　（註純日本式に於ては綜の検査成績により日給を決定するのである

が支那に於ては種々なゐ賞罰規牢が有つても極めて僅かの影響を持つ計りであ

る之れは直繰式である7Cめミも見られる。從つて質的にも量的にも能傘は揚が

らないのである）随つて支那の再繰式は繰紡法が伊太利式で枠だけが日本式で

あるから純日本式ミ匠別して見なければならない。

　嘗て三井物産が漢ロで製綜業を行つた揚合は純上海式を探用して失敗に蹄し

日華欝i綜の青島綜廠は純日本式を襟用し成功し最近建てられ弛る分工揚は張店

にしても蘇州にしても皆純日本式である。爾日本人経螢の中華綜廠（漢ロ双新

縣廠（重慶）等は皆日本式で相當の成績を暴τ居る。倫叉・支那人綴螢の緯成綜廠

（杭州）は純日ホ式を探用し健實の経螢をして居る由である。

　生綜の如く高慣の材料を原料sすゐ製造工業に於ては渉留りの工業経濟に及

ほす影響が至大である。余か本校備付の伊太利式繰綜器械S從來の純日本式器

械Eの繰紳成績を比較せるに伊太利式は綜量（歩留り）に於℃七乃至卜％を損し

繰綜最（出來高）に於て五乃至八％を塒加するを見kのである。之を移して以て
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支那の獄態を見るに原料繭は貧弱にして且勢働賃銀は安い彼地に於で日本武の

有利癒るは火を見るよりも明の事である。

　今印日本人が支那に於て製綜綴螢をするに際して上海式の多き中に日本式を

探用するならば成功疑なしミ信するのであるo

　支那人霊錐も留學生あり・卜海工揚からの覗察者研究者の渡來する餐多けれ

ばi二海附逝の製綜工揚は恐らく純日本式化する機會がある事電思ふのであゐ。

かく考ふる時に於てβ本製紳家が支那に於て製綜纒欝を開始する姫期こそ將に

今の内にある霊信する。’

　　2，　製綜業の集中露分散

　支那に器械製綜が楡＆ぷれるや交通便にして安企なる上海に残づ起るべ訓ま

當然にしてたi聯鹸出上より兇るも繭鍵（繭倉庫）金融の烈iに於ても至大の便宜あt’

り爲めに燧に一石七千釜、七千有鯨の工揚設立され原料の生産地ご製懸工揚地

ε分業的襲達を遽げて來牝OPであるが、今や螢働震銀暴騰し勢働筆議は頻繁に

起り　一一　h’叉原料の集菟運搬驚漸く園難を懇じ多額の費用を要し、工揚集中の利

盆を減退しつSある結果、原料の産地に画つて分散傾向を現はしつ」ある＄は

無錫、枕州、蘇i州等に製縣工揚0）設立されるもの多くゼト薙前に比し三焙飴約

一・魔♀?ﾉ溝したる一事を以て之を實鐙するに足る蓼霊思ふ。

　更に上海内の工揚を見るに上海は蹴に工甥の飽和懸態に花ゐ計のでなく：職

の騰貴せるため老朽の工蝪は菰第に経螢困難ミなり丁減少し或嫁倉庫業叉は他

の工業に利用され地横の安い支那町（華界）に移る傾陶があるo

　鑓紡製細ま本年青島同檬上海網聯製造公司工揚内へ製瀞工蝪を建設し☆が繭

記の傾両1に滋行して溜るに反しEi華獄聯會趾が原料盤寓の蘇州目綱廻界内に工

揚を設蹴した融は合理的S思ふ。

　　3．　f：海製i綜の内容　　　”　　　　　　　1

　上海の製懸業組織は工揚所有壽S製綜家s繭商A・の三要素からなつて謄鮎

製綜家が工揚を所有するものは十五％に過潔す殆んミ例外霊見るべ嚢である。

郎ち撒人が楓集り撒万爾の資金な出し無限責任を以て工揚を惜憂け”、二の代

表者をして製綜を経螢せしむるのが常である。溝資であゐためそれ丈では警業
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が出來ないから復等は出資金を全部握保言して提供し、銭蕪より一定額の金融

をつけるのである。赦に購繭時期にも製綜工揚の購繭人書鏡荘の店員ミが一所

に出張し一切銭蕪名義を以て繭を購入し上海や無錫にある繭衝に繭を倉入れし

製綜家は漸次金を入れては繭を引出し繰綜するミ云ふ様に、常に高い利子（約

二割に當る）に追はれつ上螢業して轡るのである。

　日本に於ても製綜家は實に無力で惰ないのである言云はれて居るが．上海の製

紳家は更に貧錫である。大正十三年度に於ける．ltbe地方一帯の製縣工揚一〇一

個の螢業年歎を示せば。

　　　今期新規に経螢せるもの　　　　、二十四工蝪

　　　ニク年経螢のもの　　　　　　　　ト七工揚

　　　三ケ年経螢のもの　　　　　　　十工揚

　　　四ケ年経螢」0）もの’　　　　　十一工場

　　　五ケ年脛螢のもの　　　　　　　十工蝪

　　　六ク年経欝のもの　　　　　　　　汽工揚

　　　七ケ年経螢のも0）　　　．　　　一一一丁．　zz

　　　八ケ年経螢のもの　　　　　　　　　二工揚

　　　九ケ年経螢Lのもの　　　　　　　　r．工揚

　　　十ク年以上経螢のもの　　　　　　九工場

　経欝者が如伺に攣輔するか實に驚かざるを得ない。之を日本製赫家の如く家

業霊して螢業す6伏況に比すれば意氣込に於て非常の相違であるo余は常に鑓

縣業の改良は製縣家が中心にならなければならない零信じて居る。此意味から

しても支那製綜家の無力は斯業改良襲達に大なる支障霊観られるのである。

　　4．盤綜の生産費一例　（十四年度に於て）

　二百四十釜に於て十五中乃至二・1－　一一申を繰綜し一一　e月（螢業日撒二十六日間）

三十五搬加牛慶し生綜一撫に謝し原料繭六撚を要せし揚合に大約…次の如き生産

費を要するのである。（樹百斤）

　Ia繰綜工女二百五十人補助工女二百十八人の給料　七五、00

　　b　工男の給料　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇、OO
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　　c石炭其他　　　　　　　　　　　　　　　　二d・Oo

　　d　食　費　（一般はi題勤にて不∫ID　　　　　　　　　六、OO

　　e工揚建物に鋤する借賃　　　　　　　　　　　二三、00

　　f瓢費　　　　　　　　　　八・OO
　　9　火災保険料　　“　　　　　　　　　　　　　　　二、○O

　　h　利　　子　　　　　　　　　　　　　　　　　五〇、OO

　　　小　　計　　　　　　　　　　　　　　　一九四、00

　　　外費上諸豊　　　　　　　　　　　　　　　　一六～○○

　　　含　　計　　　　　　　　　　　　　　　　コー○・○○

　大腿儀本製綜の生産費より幾分低位にあゐもの電見らる其のみならす支那製

綜家は繭質不良のため屑物代金の牧入が多い。郎ち

屑物

　　合計　　 ’　　一一〇一・四四
　此の牧入を生糸百斤の生産費より差引く時は百十爾内列和以て足る澤にして

日本製糸の生産より遇かに小額言なるのである。

　　　IVξ1三糸貿易
　生糸楡出商は悉く外國人であり治外法椹の下にあるが故に費方である製糸家

は甚だ不利な立揚に立つ其の主なる黙を暴ぐれば

　1．取引商談は凡て電信鐸であつて約・・－LM間は商舘に値段を押えられて居る。

　2．晩春に戒れば現物取引も行はれうが多くの揚合には先物取引であつて繊度

　　につき「オre一プンサイス」で印ち後日十三中から廿一申迄楡出商の指定通り

　　の物を繰らねばならぬ皐。

　3．從て不況になれば楡出商は仲々太さを指定せす繰糸する事の出來ぬ悌にす

　　る妻易合があるo
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　・1．代金は船積翌日鋤｝であり船積まで生糸に封する責任をi瞭出商は員はないの

　　みならS「sh－．切の費用は製綜家の員僻である。

　5，多額の看貫料を徴せられる事。

　余は日本に於てもかなり製糸家は不利の立揚に置かれる標に思ふて居ナこが支

那の製糸家は更に酷いのである。其れは日本人が支那に於て製糸業を維螢すゐ

ものは上海輪出商の手を緻す直接横潰、剃1戸へ途り再楡出する方法に出て居ゐ

再輪出法に於ける困難は我國に於て41三糸の輪人税を現存し贋｝るため若し不良生

糸で隊米再楡出が出來ぬ揚合にペケ綜の慮分に困るのであゐ。故に若し輪入税

を撤慶すゐならば支那糸は悉く横濱うζは紳戸を経て歓米へ再楡出されるであろ

う。勿論一得一・－SLiのある事は発れない事であるが、最も興味ある研究問題たる

を失はないざ思ふo

　爾生糸楡出上至大の髭響を有すべきは銀相揚の騰落であゐ。卸ち銀相揚の縢

綿銀賃本位の支那の鯛爲轍こ影響換える蹟し銀がド溺れをま支那貨幣

盛隙して外殿で灘され燭タト購ポ購す磁肢那生糸翻ξ國鵬

出するに際し銀建0）原儂は攣動しないでも米慣に表はされ允糸慣は下落する窮

になる。八月頃の糸慣は金建の糸儂が春以來僅かに下落しておるのに蝿ぎない

のに銀相揚の下落は甚しく結局銀建で表はした糸債は高騰して製糸家は莫大の

利盆を牧めて居るり

　要する・に日本の蜀米爲替が暴騰し銀オll揚が暴落した婁は日本生糸を下落せし

め支那生糸の楡出を好都合にし之を機會に支那の鷲糸業は愈改良畿展の機蓮を

健進するものである事は疑ふ鯨地がない。

四　謝支獄縣業政策

『各項に述べtる如く支那の鷲糸業は將來登遽すべき素質S蓮命Sを搏つて贋

るが我國の指導霊助力霊を倹たなければ之れを期待する察を得ない肱態にある

養鷲、製糸、貿易悉く然りである。

此腿に於て我國の積極的及游極的政策に關し是非の議論が起るわけであるが

今匠1溝極策を以て大勢に逆行する事は維濟原則0）許さぬ所でうり又大きく爾國
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民の親善提携を期する上に可能性あるならば當然一意積極的政策に出つべきで

はあるまいかo

　然らば其の方法如何。曰く我製糸業に於て逐年不足を感じつsある原料繭の

1喩入も一方法にして其の方法宜敷きを得れば現在敢て探弊困難でない。然しな

がら根本策はやはり支那内地に我製糸工揚の分・工揚叉は日支合餅に怯る製糸工

揚の設立でなければならない。而して一一・　Hの長ある本邦入に工揚経螢せしむれ

ば随伸的に獄種製造業起り繭質は改良され産額は増加され直接多数養翼家の輻

利をコ曾i麓し得るであろう。

　然るに世入は支那に於ける排外思想乃至スhライキの傾向を見、斯かる工業

政策に封し疑義を持ち早くも上海本邦入経螢紡績工揚σ）維螢困難を豫想するも

のが少くない様であるが、其れは支那其のものを理解しない結果ではあるまい

か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　be

　有喫以來支那の國家は幾度か革命によつて亡ぼされブニけれ曹も肚曾は未だ曾

て滅びた事はなく歴史的革命の中にあつて其の命脈を保つて來て居るのである

から支那人には國家ミ云ふ親念に乏しく反つて冠會に重きを置いて居る國民で

ある。

　而して頼りない無力の申央政府の下に支那の胱會は伺に依つて維持されて居

るかミ云ふに其れは個人の生活の爲めの正義によつて保たれて居る。

　評論家が支那をミ・ズの如しS見るのは盤活の爲め正義が案外確實であつて

て強固に保たれて居る蘂を意味するに外ならない。此の事實は支那人の髄面霊

金銭電を愈ぶ総iによつて観る事が出來る。斯く饅面を愈ぶ國民にミつて屈辱的

不李等條約の如き如何に響くかは思ひ串に過曹るものがある事かあらう。

　支那の正義は生活の爲めであるから其威に方便がある。支那人は雷葉巧であ

つて所謂夷㌘以て夷を制すε云ふ様な所が甚だ多い。之れを一方から見れば利

用されたり裏切られたりした結果事の裏面を襯察するのが上手で揚合によつて

は全々反調・に或は善意を悪意に解さられる事がある。列國が謝支文花事業を口

にすれば軍略に換ふるに文化侵略を以つてするもの電解すゐ。斯の娘きは一牟

其の國民性の嚢露であり、他の一牟はウfiルソンの民族自決意識に醒めた結果
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ざ見られるのである。

　故に昨年上海に於ける騒動0）如きも支那人から見れば是れ強六十年間列強か

ら墜迫された謝外感情が一一時に爆嚢した　一一ecの愛國的罠衆蓮動ミも見る事が出

來る。從つて斯の如き釧桝蓮鋤は一博的のもので永猷的のものでないミ信する

何ん霊なれば外交に關する原因は諏第に除去さねるであろうし又一方自からが

完全に之の蓮動に成功した虐假定して見ても其腱に伺が残るかを自艶する事に

ょって其の無盆である嘉を知るからである。

　就申獄糸業の如き日木の助力なければ獲建し得ない事情を自鍋する導茎に依つ

て謝支積極政策が軍なる経濟侵略霊漉同される氣遺は全々ない筈だ。卸ち支那

が之れを自鋸し吾々は叉支那を一親同仁t7一見る時に始めて翼の親善提携が可能

であり得るのである。

　斯くして支那の獄糸業勃興せば日本の獄糸業に甚大の影響あるべき事は想像

に難くないが、余は之れを以つて直ちに現在よりも嚢退するものεは考へない

世界の生綜需要は逐年量的に壇加し停止する露を知らないざ同時に質的に特殊

品の需要を生するに到るからである。余は此塵に支那獄糸業の將來を観、夏に

我獄糸業の現寝に鑑み謝内策Sして次の三項を堤言し稿を終¢たい亡思ふ。

　　1．各方面に科墨研究を盛にし慮用する事

　　2．繭の生産から生糸の販壷迄の申闘費用す節約し得る盤糸業の組織的改

　　　良を計る專

　　3．網織工業を奨働畿達せしむる事　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　以　　　上

　附記　此度の族行中朝鮮、満州b支那各地に居られる同窓諸瀦に會ひ調査上

　　　又族行上多大の便宜を得ナこ事を衷心憾謝したい。就申此の報告は膏鵬の

　　　石’坂虎次郎鱈、安藻予文彌瓢小笠原喜代三滑、蘇州の白澤幹鱈及び上

　　　海の太田清蔵君、中澤周藏鱈より得たる虚が多い。稿を改めて’在支同窓

　　　諸君の濡息を一般諸君に御傳へする筈であつたが紙数に限りあるので次

　　　の機會に残しずここ霊を不悪御諒恕下さい。

　　　　　　　　　　　　　（大正十五年＋月二十七1ヨ）’


